妙な 医学生 

よら わ-. こ 

医学生 吹 矢隆ニ は、 その 日 も 朝から、 腸 のことば 

かり 考えて いた。 

午後 三時の 時計が うつと、 彼 は 外出した。 

彼の 住んで いる 家と いうの は 高架線の ァ— チの下 を、 

家ら しい 恰好に した だけの、 すこぶる 風 変 りな 住宅 

だった。 

そういう 風 変り な 家に 住んで いる 彼 吹矢隆 二と いう 

人物が、 またす こぶる 風 変り な 医学生であって、 助手 



いまだ かって 彼の 家 をの ぞいた 者 は、 まず 三人と な 

かろう。 一 人 は 大家で あり、 他の 一 人 は、 彼が これ か 

まら わ-こ 

ら 腸 のこと について 電話 を かけようと 思って いる 先 

の 人物 —— つまり 熊 本 博士 ぐら いのもの であった。 

彼 は 青い 顔の 上に、 ライオン のように 房づ いた 長髪 

をのせ、 世に も か ぼ そい 身体 を、 てかてかに 擦れた 金 

ボタン つきの 黒い 制服に 包んで 駅前に ある 公衆電話の 

函に 歩みよ つた。 

彼が 電話 を かける ところ は、 男囚 二 千 七 百 名 を 収容 

している 〇〇 刑務所の 附属 病院であった。 ここで は、 

看護婦 はいけ ない とあって すべ て 同性の 看護 夫で やつ 



目の 窓だった ね。 もし まちがって いると、 僕 は 考えて 

いる ことがあ るんだ ぜ。 そいつ はお そらく 君に 職 を 失 

わせ、 そして つづいて 食 を 与えない ことにな ろう。 I 

I いやお どかす わけで はない。 君 は 常に、 はいはいと 

いって 僕の いいつけ をき いてり やい いんだ。 —— 行く 

ぜ。 きっと さ。 夜の 十一 時だった な」 

そこで 彼 は、 誰が 聞いても けしからん 電話を切った。 

熊 本 博士と いえば、 世間から その美し い 人格 をた た 

えられて いる 〇〇 刑務 病院の 外科 長であった。 彼 は 家 

庭に、 マネキン 人形の ように 美しい 妻 君 を もってい、 

また すくなからぬ 貯金 をつ くった と いう 幸福 そのもの 



のよう な 医学者であった。 

しかし なぜか 吹 矢 は、 博士の こと を 頭 ごな しに やつ 

つけて しまう 悪い 習慣が あった。 もっとも 彼に いわせ 

ると、 熊 本 博士なん か 風上に おけない インチキ 人物で 

あって、 天に 代って 大いに いじめて やる 必要の ある ィ 

ン テリ 策士で あると いう。 

そういって、 けなして いる 一方、 医学生 吹 矢 は、 学 

歴 において は 数十 歩 先輩の 熊 本 博士 を百パ —セントに 

利用し、 すくなからぬ その 恩恵に 浴して いるく せに、 

熊 本 博士 をつ ねに 奴隸の ごとく 使役した。 

まら わ. -. こ 

「 腸 を 用意して おいて くれたろ うね」 



どういう わけ かしらん が、 この 病院 の 大権 威 熊 本 先生 

を 呼び捨てに している くらいの 医学生で あるから、 風 

采 はむ くつけ であるが 熊本 博士の 旧藩主の 血なん か 引 

いている ので あろうと 善意に 解し、 したがつ てこの 衛 

門で は、 常に 第一 公式の 敬礼 をして いた。 

ふふんと 鼻 を 鳴らして、 弊 服 獅子頭の 医学生 吹矢隆 

二 は、 守衛の 前 を 通りぬ ける と、 暗い 病院の 植込みに 

歩 を 運んだ。 

、.：；- くろう 

彼 はすた すたと 足 を はやめ、 暗い 庭 を、 梟 のよう 

に 達者に 縫って 歩いた。 やがて 目の前に 第 四 病舎が 現 



(南から 三番 目の 窓だった な) 

彼 はお それげ もな く、 窓 下に 近づいた。 そこに は 蜜 

柑函 らしい ものが 転がって いた。 これ も 熊 本 博士の 

サ ー ヴ イスであろう とお もって、 それ を 踏み台に 

使って やった。 そして 重い 窓 を うんと 上に つき 上げた 

ので ある。 

窓ガラス は、 するすると 上に あがった。 うべ なる か 

な、 熊 本 博士 は、 窓 を 支える 滑車の シャフト にも 油 を 

さしてお いたから、 こう 楽に 上る の だ。 

よって 医学生 吹 矢 は、 すぐ 目の前なる テ ー ブルの 上 

から、 やけに 太い、 長さ ーメ— トルば かり も ある ガラ 



動いて いる。 リンゲル 氏 液の 中で、 蠕動 を やって いる 

のであった。 

まら わた 

生きて いる 腸 ！ 

医； ^ 子 生 吹 矢 〔# 「医学生 吹 矢」 は 底本で は 「医学 当 吹 矢 匕 

が、 もう 一年 この 方、 熊 本 博士に 対し 熱心に ねだって 

いたの は、 実に この 生きて いる 腸 であった。 他の こ 

はらわた 

と はきき いれても、 この 生きて いる 腸 の 願いだ け は 

なかなか ききいれなかった 熊 本 博士だった。 

「なんだい、 博士。 お前のと ころ は、 男囚が 二 千 九 百 

名 もい るん じ やない か。 中には 死刑に なるやつ もい る 

しさ、 盲腸炎に なったり また 変死す る やつ もい る だろ 



うじ やない か。 その 中から、 わずか 百 C • M ぐらいの 

はらわた 

腸 を ごまかせな いはず はない。 こら、 お前、 いう こ 

と をき かないなら、 例の あれ を あれす るが いい か。 い 

やなら、 早く 俺の いう こと をき け」 

などと 恐喝、 ここに 一年ぶ リに、 やっと 待望 久し か 

りし 生きて いる 腸 を 手に いれた のであった。 

はらわた 

彼 は なぜ、 そのような 気味の わるい 生きて いる 腸 

を 手に入れたがった のであろう か。 それ は 彼の 蒐集 癖 

を 満足す るた めで あ つ たろう か。 

否！ 



ではない。 

医学生 吹 矢が、 ここに ひそかに 誇りと する もの は、 

ちょう 

この 見事なる 幅広の 大腸が、 ステッキよりも もっと 

長い、 百 C • M も リンゲル 氏 液の 入った 太い ガラス 管 

の 中で、 活 撥な 蠕動 をつ づけて いると いう ことで あつ 

た。 こんな 立派な やつ はお そらく 天下に どこに もなか 

ろう。 まったく もって わが 熊 本 博士 はえら いところ が 

あると、 彼 は ガラス 管に むかって 恭々 しく 敬礼 を ささ 

げたの だった。 

彼 は 生ける 腸 を、 部屋の 中央に 飾りつ けた。 天井 

から 紐 を^ら 下げ、 それに ガラス 管の 口 をし ばり つけ 



している。 

ぐに や、、 ぐに や、 ぐに や。 

、< ；- るつ 、< ；- るつ 、< ；- るつ 

見て いると 腸 は、 人間の 顔な どで は 到底 表わせな 

いような 複雑な 表情で もって、 全面 を 曲げ 動かして い 

る。 

「おかしな もの だ。 しかし、 こいつ はこうして 見て い 

ると、 人間よりも 高等な 生き物の ような 気がする」 

と 医学生 吹 矢 は、 ふと 論理学 を 超越した 卓抜なる 所 

見 を 洩らした。 

まら わた 

それから のちの 医学生 吹 矢 は、 彼 自身が 生ける 腸 



になって しまう ので はない かと おもわれる ふうに、 ガ 

ラス 管の 前に 石像の ように 固くなつ たままい つまで も 

まら わ.. こ 

生ける 腸 から 目 を 放そうと はしなかった。 

食事 も、 尾籠な 話で あるが 排泄 も 彼 は 極端に 切りつ 

めて いるよう であった。 ほんの 一、 二分で も、 彼 は 生 

きている 腸 の 前 を はなれる の を 好まなかった。 

そういう 状態が、 三日 も つづいた。 

その 揚句の ことであった。 

彼 は 連日の 緊張 生活に 疲れ切って、 いつの 間に か 三 

脚 椅子の 上に 眠り こんでい たらしく 自分の 高鼾に は つ 

と 目 ざめ た。 室内 はまつ くらであった。 



彼 は 不吉な 予感に 襲われた。 すぐと 彼 は 椅子から と 

びお りて、 電燈の スィッチ を ひねった。 大切な、 生け 

まら わ-こ 

る 腸 が、 もしゃ 盗まれた ので はない かと 思った から 

である。 

「ふ— ん、 まあよ かった」 

腸 の 入った ガラス 管 は、 あいかわらず 天井から ぶ 

ら さが つていた。 

だが 彼 は、 間もなく 悲鳴に 似た 叫び声 を あげた。 

はらわた 

「あつ、 たいへん だ。 腸が 動いて いない！」 

彼 は ど すん と 床の 上に 大きな 音 をた てて、 尻餅 をつ 

いた。 彼 は 気違いの ように 頭髪 を かきむしった。 真黒 



いる」 

と 彼 は 少女の ように 恥ら いつつ、 大きな 溜 息をつい 

た。 

まら わ-. こ 

I 腸 はま だ 生きて いる。 しかし 早速、 訓練に とり か 

からない と、 途中で 死んで しまう かもしれ ない」 

彼 は シャツの 腕 を まくりあげ、 壁に かけて あった 汚 

れた 手術衣に 腕 をと おした。 



素晴らしき 実験 



て、 まるで 芝居の 大道具 方の ように 実験 用器の 組立て 

にかかった。 

見る見る ガラスと 金具と 液体との 建築 は、 たいへん 

大 がかり に まとまって いった。 その 建築 はどう やら 生 

まら わ L こ 

ける 腸 の 入った ガラス 管 を 中心とする ように 見えた 

電気の スィッチが 入って パイロット • ランプが 青 か 

ら赤 にかわった。 部屋の 隅で は、 ごと ごとと 低い 音 を 

たてて 啷筒モ ー トルが 廻り だした。 

医学生 吹矢隆 二の 両眼 は、 いよいよ 気味 わるい 光 を 

おびて きた。 

一体 彼 は、 何 を 始めようと いうので あるか。 



そうして いるう ちに も、 彼 は ガラス 管の 前に 小首 を 

はらわた 

かたむけ、 熱心な 眼つ きで、 蠕動 をつ づける 腸 をな 

がめ るので あった。 

彼 は 文字通り 寝食 を 忘れて、 この 忍耐の いる 実験 を 

継続した。 まったく 人間業と は おもわれない 活動ぶ り 

であった。 

今朝の 六 時と、 夕方の 六 時と、 この 二つの 時刻に お 

まら わ.. こ 

ける 腸 の 状況 を くらべて みると、 たしかに すこし 様 

子が かわって いる。 

さらに また 十二時 間 経つ と、 また 何 かしら 変った 状 

態が 看取され るので あった。 



実験が すすむに つれ、 リンゲル 氏 液の 温度 はすこし 

ずつ のぼり、 それから また リンゲル 氏 液の 濃度 はす ザ J 

しずつ 減少して いった。 

+5 らゎた 

実験 第 四日 目に おいて は、 腸 を 収容して いる ガラ 

ス 管の 中 は、 ほとんど 水ば かりの 液に なった。 

実験 第 六日 目に は、 ガラス 管の 中に 液体 は 見えずに 

なり、 その代りに 淡紅色の ガスが もやもやと 雲の よう 

にう ごいて いた。 

ガラス 管の 中には、 液の なくなつ たこと を 知ら ぬげ 

まら わ.. こ 

に、 例の 腸 はぴ くり ぴくりと 蠕動 をつ づけて いるの 

であった。 



ぶく と 泡立 つ ていた ガスが 停った。 

実験 第 十日 目に は、 モ ー トルの 音まで が ぴたりと 

停って しまった。 実験室の なか は、 廃墟の ようにし— 

ん としてし ま つ た。 

ちょうど それ は、 午前 三時の ことであった。 

それから なお 二十 四時 間と いう もの を、 彼 は 慎重な 

感度で そのままに 放置した。 

二十 四時 間 経った その 翌日の 午前 三時であった。 彼 

は おずおずと ガラス 管の そばに 顔 をよ せた。 

まら わ..： 

ガラス 管の 中の 腸 は、 今や 常温 常 湿度の 大気 中で、 

ぐに やりぐ にや リと活 撥な 蠕動 をつ づけて いた。 



医学生 吹 矢隆ー 一は 彼の 考案した 独特の 訓練 法に より、 

世界中の いかなる 医学生 も 手 をつ けた ことのなかった 

ところの、 大気 中に おける 腸 の 生存 実験に ついて 成 

功した のであった。 



同棲 生活 



医学生 吹 矢 は、 目の前の テ— ブルの 上に 寝そべる 生 

よら わ... こ 

ける 腸 と、 遊ぶ こと を 覚えた。 



腸 にあた える の だ つ た。 

(なんとい う 高等動物 だ ろ う ) 

吹 矢 は ひそかに 舌 をまい た。 

こうして、 彼が 訓練した 生ける 腸 を 目の前にして 

遊んで いながら も、 彼 は 時折 それが まるで 夢の ような 

気がする のであった。 

前から 彼 は、 一 つの 飛躍的な セ オリ ー を もっていた。 

もしも 腸 の 一 片が リンゲル 氏 液の 中に おいて 生存 

して いられる ものなら、 リンゲル 氏 液で なくと も、 ま 

た 別の 栄養 媒体の 中に おいても 生存で きる はずで ある 

と。 



しかしもう 一 つ 特筆大書し なければ ならない こと は、 

こうして 彼の 手に よ つ て 大気 中に 飼育せ しめられ つ つ 

よら わた 

あると ころの 腸 が、 これまで 彼が 予期した ことが な 

かった ような、 いろいろ 興味 ある 反応 をみ せて くれる 

ことで あ つ た。 

まら わた 

たとえば、 今 も 説明した とお リ、 この 生ける 腸 が 

砂糖水 を も つ とほし がる 素振り を 示すな どと いう こと 

はま つ たく 予期し なか つたこと だ。 

はらわた 

それだけ ではない。 腸 と 遊んで いるう ちに 彼 はな 

まら わ..： 

おも 続々 と、 この 生ける 腸 が さまざまな 反応 を 示す 

こと を 発見した の だ。 



チコと いうの は、 生ける 腸 に対する 愛称であった _ 

そういって 吹 矢が、 砂糖水 を湛 えて ある 平皿のと こ 

ろで 手 を 鳴らす と、 チコ は うれしそうに、 背 (？) を 

山の ように 高く した。 そして チコに 食欲が できる と、 

彼の 生き物 は ひとりで のろのろと 灰皿の 〔# 「灰皿の」 

は ママ〕 ところへ 匍って ゆき、 ぴ ちゃ ぴ ちゃと 音 を さ 

せて 砂糖水 をのむ のであった。 その 有様 は、 見る もコ 

ワイよう な もので あ つ た。 

かくて 医学生 吹 矢隆ニ は、 生ける 腸 チコの 生育 実 

験 をまず 一段落と し、 いよいよ これより 大 論文 をした 

ため、 世界の 医学者 を 卒倒せ しめようと 考えた。 



てみ ると、 あの 砂糖水 はもう そろそろ 底に なって いる 

はずだった。 

「まあ 一日ぐ らい は、 いいだろう」 

そう 思 つ て 彼 はまた 遊んだ。 

その 日の 夕方、 彼 はなに を 思った か、 足 を 〇〇 刑務 

病院に むけた。 そして 熊 本 博士 を 訪問した のであった。 

博士 は、 吹 矢が あまりに 人間臭い 人間に かわって 応 

接 室に 坐って いるの を 見て 愕 いた。 

「この 前の 一 件 は、 どうしたで すか」 

と、 博士 は そっと たずねた。 

「ああ、 生きて いる，. 腸 のこと だろう。 あれ はいずれ 



だいぶ 前の ことです よ」 

「な あんだ、 死んだ か。 死んだ のなら、 しょうがない」 

吹 矢 は、 とたんに その 娘の ことに 興味 を 失った よう 

な 声 を だした。 そして また 来る といって、 すたすたと 

室 を 出て い つた。 

その 夜更けの 午前 一 時。 

医学生 吹 矢隆ニ は、 ようやく 八日 目に、 自宅の 前に 

帰つ てきた。 

彼 は おもはゆく、 入口の 錠前に 鍵 を さした。 

まら わた 

(すこし 遊びす ぎた な あ。 生きて いる 腸 —— そうだ 

チコと いう 名 をつ けて やった つけ。 チコ はま だ 生きて 



いるか しら。 な あに 死んでも いいや。 とにかく 世界の 

医学者に 腰 をぬ かさせる くらいの 論文 資料 は、 もう 十 

分に 集ま つ ている からな あ) 

彼 は、 入口の 鍵 を はずした。 

そして 扉 を ひらいて 中に 入った。 

ぷ ー んと 黴く さい 匂いが、 鼻 をう つた。 それに ま 

じって、 なんだか 女の 体臭の ような ものが したと 思つ 

た。 

(おかしい な) 

室内 は 真暗 だ つ た。 

彼 は 手 さぐりで、 壁の スィッチ を ひねった。 



ぱっと 明りが ついた。 

彼 は 眩しそう な 眼で、 室内 を 見 まわした。 

チコの 姿 は、 テ— ブルの 上に もなかった。 

(おや、 チコ は 死んだ のか。 それとも 隙間から 往来へ 

逃げ出し たの かしら) 

と 思った が、 ふと 気がついて、 出かける ときに チコ 

のために 作って おいた 砂糖水の ガラス 鉢に 眼 を やった。 

ガラス 鉢の 中には、 砂糖水が まだ 半分 も 残って いた。 

彼は愕 きの 声 を あげた。 

「あれつ、 今ごろ は 砂糖水が もうす つかりから になつ 

ている と 思った の に —— チ コの やつ どうしゃが つた か 



になって いる 家賃 を、 大家が 催促に 来て、 それと はじ 

めて 知った の だ。 彼の 死体 はもう すでに 白骨に 化して 

いた。 

吹 矢の 死因 を 知る 者 は、 誰もなかった。 

そして また、 彼が 残した 「生ける 腸 チコ」 に 関す 

る 偉大なる 実験に ついても、 また 誰も 知る 者が なかつ 

た。 

まら わた 

「生ける 腸 」 の 実験 は、 すべて 空白に なって しまつ 

た。 

まら わ..： 

ただ 一 人、 熊 本 博士 は 吹 矢に 融通した 「生ける 腸 」 

のこと をと きおり 思いだ した。 実は あの 腸 は どの 囚 



十日に および、 彼に 非常なる 愛着 を もってい たこと、 

そして 八日 目に かえって きた 彼の 声 を 開き、 嬉し さの 

あまり 吹 矢の 首に とびつき、 不幸に も 彼 を 締め殺して 

しまった 顚末 など は、 想像 もして いないだろう。 

まら わた 

あの 「生きて いる 腸 」 が、 まさか そういう 女性の 

よら わ. -. こ 

腸 と は 気がつかなかった 医学生 吹 矢隆ニ こそ、 実に 

気の毒な こと をした ものである。 
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